
　鹿屋市では、昨年７月から介護支援ボランティア制度を開始しました。
　この制度は、高齢者の皆さんが市内の介護保険施設等におけるボランティア活動を通して地域貢献や社
会参加をすることで、自分自身の健康維持や介護予防につなげることを目的としています。
　また、活動実績に応じて付与されるポイントは、本人の申し出により換金できる仕組みになっています。
ボランティア活動は「無理のない範囲で、できることを、できるときに」行うことが基本です。まずは、
ボランティア登録をすることから始めてみませんか。　

【問い合わせ】市高齢福祉課　☎ 0994-31-1116

　市内在住の 65 歳以上の人で、要介護１～５の認定を受けておら
ず、介護保険料の滞納がない人

　市内の特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、デイサービス事
業所、認知症高齢者グループホーム等のうち、市が指定した施設

　レクリエーションなどの参加支援、話し相手、配膳等の補助など
（※ 施設により活動内容は異なります。）

介護支援ボランティア活動を
始めませんか

　今は元気ですが、
自分たちもいずれ介
護される立場になり
ます。
　元気なうちに少し
でも社会の役に立て
ればと思ったのが
きっかけで、介護支
援ボランティアに参
加しました。

　現在、清掃や食事の配膳など、介護施設で毎
週２時間活動をしています。
　多くの方がこのボランティア活動に参加し、
支援の輪が広がっていくといいですね。

　以前に介護施設で
仕事をしていたのが
きっかけで、介護支
援ボランティアに参
加しました。
　退職した今でも介
護施設で活動するこ
とができ、また、地
域の役に立てる機会
にもなりとても嬉しかったです。
　介護の仕事を知ることのできる機会にもなる
ので、他の元気な高齢者の皆さんもこのボラン
ティア活動に参加してほしいです。

竹内 信子さん徳永 健さん

登録申請の窓口
鹿屋市社会福祉協議会
　本所（リナシティかのや２階福祉プラザ内）　☎ 0994-44-2277
　吾平支所（湯遊ランドあいら内）　　　　 ☎ 0994-58-8860
　輝北支所（輝北総合福祉センター内）　　 ☎ 099-486-0777
　串良支所（串良ふれあいセンター内）　　 ☎ 0994-31-4400

ボランティア登録のできる人

ボランティア活動受入機関

活動内容

　ボランティア登録
　鹿屋市社会福祉協議会で介護支援ボランティ
ア登録をします。

　ボランティア活動に参加する
　事前に１時間程度の研修を受けていただき、介
護支援ボランティア手帳を受け取ります。ボラン
ティア活動は、それぞれの都合で行います。

　スタンプを評価ポイントへ交換
　スタンプが貯まったら、翌年度に評価ポ
イントに交換ができます。１スタンプ＝
100 ポイントとし、1000 ポイント以上で交
付金に換金できます。
◎年間 5000 ポイント＝ 5,000 円が上限

　手帳にスタンプ押印（ポイントをもらう）
　活動終了後に、施設等の担当者から手帳
にスタンプを押印してもらいます。
※活動時間は１時間につき１スタンプ。１
　 日最大２スタンプまでが上限。
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ボランティア活動参加者の声
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